
開発室から

“ 右クリック ”でXPを使いこなせ！！

　デスクトップで右クリックして、メニューから“プロパティ”を選択すると「画面のプロパティ」画面が開き、壁紙やスクリーンセイ

バーの設定が出来る事はご存知だと思いますが、右クリックのメニューにはまだまだたくさんの機能があります。

右クリ
ックで

効率
アップ

右クリ
ックで

効率
アップ

右クリックでXPをカスタマイズ・・・

大同のマーフィー的法則
「時々起きるトラブル」は、サポートが来ると

起きず、サポートが帰るとまた起きる

パソコン使用中に時々トラブルが起こり、サポートを呼ぶと、
なぜかトラブルが起こらない。サポートの前で何度試しても起
こらない。でもサポートが帰るとまた起こる。

「こらっパソコン！人を見て動くんじゃない！！」

ファイルの右クリックメニューでは、“名前の変更”や“削除”がよく使わ

れますが、そのほかにも便利なメニューがあります。例えば“送る”では、

フロッピーディスクにコピーを書き込んだり、簡単にデスクトップにショー

トカットを作成することも出来ます。

このほか、いろんなシーンで右クリックが利用できます。
右クリックはその時出来る機能がメニュー表示されます
ので、使いこなせば作業の効率がグ～ンとアップします。
いろんな右クリックメニューを試して下さい。

　　先日、久しぶりにバスに乗りました。ある建物の前に来た時です。
「ピロロロ～ン」といくつかの音が一斉に鳴り出しました。音の方を見
ると数人の観光客がカメラ付き携帯電話を建物の方に向けていまし
た。手軽に写真が撮れるカメラ付きケータイってホントいいですね。
私も機種変更したくなりました。でも何を撮ろうかな？

タスクバーのカスタマイズ
タスクバーは自動的に隠したり、クイック起動を表示させたり、リンクバーを表示させる事も出来ます。タスクバー

を右クリックして“ツールバー”→“アドレス”をクリックするとタスクバーにアドレス入力欄が現れます。ＵＲＬを
入力すればインターネットエクスプローラが起動してページを表示します。「C:¥」と入力すればエクスプローラ
が起動してＣドライブの中を表示します。また、“クイック起動”をクリックするとタスクバーに「クイック起動」が

現れます。よく使うプログラムを登録しておけばすばやく起動させる事が出来ます。

「スタート」メニューのカスタマイズ
WindowsXPはたくさんのカスタマイズ機能を持っています。スタートボタンを押したときに

表示する「スタート」メニューもその一つです。スタートボタンを右クリック→“プロパティ”で

“タスクバーと「スタート」メニューのプロパティ”を開き「カスタマイズ」をクリックします。

“スタートメニューのカスタマイズ”の“プログラムアイコン サイズの選択”で変更します。

“送る”をカスタマイズ
“送る”の実体は「C:¥Documents and Settings¥[ユーザー
名]¥SendTo」フォルダーです。ここによく使うフォルダーの
ショートカットを登録すると“送る”メニューに出てきます。

インターネットエクスプローラで右クリック・・・
インターネットエクスプローラでホーム
ページを見ているときに画像の上で右ク
リックをすると画像の保存が出来たり、
印刷やデスクトップの背景に設定出来た
りもします。画像を電子メールに添付し
て送信する事も簡単に出来ます。　　

また、 “新しいウィンドウで開く”を選択すると元のウィンドウを残した

ままリンク先のページを開く事が出来ます。

一覧にない場合は“プロ
グラムの選択”をクリック

“プログラムから開く”
いつも使うプログラム以外のプ

ログラムでファイルを開く事が

出来ます。状況に応じてソフト

を変えてファイルの操作が出来

るわけです。「参照はＩＥで、

編集はペイントで」と言うよう

な使い方が出来ます。

アイコンの大きさをカスタマイズ出来ます。

よく使うプログラムの登録数の変更や削除も行えます。

“スタートメニューのカスタマイズ”の“プログラム”で表
示数と一覧の削除が出来ます。
一覧にインターネットと電子メールソフトを登録する場
合は、“「スタート」メニューでの表示”でそれぞれにチェッ
クをつけて使用するソフトをリストから選択します。（通
常はインターネットエクスプローラとアウトルックエクス
プレスが選択されています）

ファイルを右クリック

ファイルのコピーや移動をする時、
右クリックのドラッグ＆ドロップ
を使うと、フォルダやドライブを
意識せずに操作出来ます。ドラッ
グ先に出るメニューでコピーか移
動を選べ、間違った場合はキャン
セルも出来ます。

右クリックでドラッグ＆ドロップ

※今回の内容及び画面はWindowsXPでの動作をもとにしています。


